
様式第１号（第１０条関係） 

 

2024年度業務実績報告書 

提出日   2025年 1月 17日 

 

１．職名・氏名  助教・矢島 直樹       

 

２．学位  学位 修士、専門分野 看護学、授与機関 福井県立大学、授与年 2008年 

 

３．教育活動 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

急性看護学（2単位）2年次 

②内容・ねらい 

手術を受ける患者や健康状態の急激な変化が予測される患者の看護について、基礎的知識を習

得する。手術侵襲が生体に及ぼす影響、術後合併症予防、急性疾患の病態とトリアージ、家族

看護について学ぶ。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

写真や映像教材を用い、臨床での実践をイメージしやすいよう工夫した。また知識と演習での

看護展開が結びつくよう、教員が経験した事例などを例に挙げて説明し、学生が観察とケアの

必要性を理解できるよう指導した。 

学習の理解度を小テストの実施で確認し、学生も振り返りができるようにした。 

【ゲストスピーカー  2人】 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

急性看護学演習（1単位）3年次 

②内容・ねらい 

手術を受ける患者が合併症を併発することなく、回復過程を歩むためのケアについて学ぶ。救

命救急に必要な患者の観察や救命処置について、根拠に基づき実践できる基礎的能力を養う。

事例を用いた術前術後ケアの技術演習、救急時対応のシミュレーションを通して学ぶ。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

模擬患者の事例展開を通じて、既習の知識と実践を結びつけるアセスメントの考え方ができる

よう、教員が経験した事例などを展開例として挙げて説明した。 

実技による演習は 2 つ行った。①実習での実践を想定して学生に看護計画を立案させ、グルー

プワークを通じて看護計画を深められるようにした。また学生に患者・看護師役をそれぞれ体

験させそれらを振り返ることで、実践からの気づきや患者の心理の理解ができるよう指導した。 

救急看護に関する演習では、一次救命処置と気管挿管を行い、救急医療に必要な技術の習得と

必要な観察についての理解が深まるよう指導した。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

急性看護学実習（2単位）3年次 

②内容・ねらい 

急性期（医療を積極的に受けなければ、健康のレベルが向上しない段階）にある対象とその家

族に必要な看護実践能力を養う。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

事前の指導に加え、実際の患者の観察を教員とともに行うことで、知識と実践が結びつき学び

が深まるよう取り組んでいる。また臨床の看護師からも看護計画や実践について指導や助言を

受けられるよう配慮し、自ら思考し根拠を持って実習に取り組めるよう促している。 

病院での臨床実習のほかシミュレーション機器を用いた術後の患者観察の振り返りと、手術器



材の取り扱いやガウンテクニックの演習を行って周術期看護の学びを深めるよう実習を行って

いる。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

卒業研究（3単位）4年次 

②内容・ねらい 

授業や実習経験を踏まえ、医療・健康に関する現象について研究課題を明確にしたうえで、文

献検討、観察・調査・実験などの研究方法を用いて論文を作成する。研究は①課題と関連のあ

る文献レビュー、②研究テーマの明確化、③研究方法の決定、④研究計画書の作成、⑤データ

収集、⑥データ分析、⑦論文作成、⑧研究発表のプロセスを踏む。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

学生が自身の興味・関心に基づくテーマに基づき、主体的に研究に取り組むよう指導した。先

行研究から研究課題を見出す時には学生とともに論文を精読し、文献の検討の方法について指

導した。論文をまとめる際には学生の進捗に合わせて指導を行い、一貫した論理になるよう適

切な表現方法について丁寧に指導した。 

研究成果の発表に向けたスライド作成についても、聞き手に伝わりやすいスライドについて学

生に合わせて具体的に指導した。 

(2)その他の教育活動 

内容 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

 

 

 

 

【 本】 

②学術論文（査読あり） 

 

 

 

 

【 本】 

③その他論文（査読なし） 

 

 

 

【 本】 

④学会発表等 

 

 

【 件】 

⑤その他の公表実績 

 

 

 

【 本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

 

 

 

 

(3)特許等取得 

 

 

 

 

(4)学会活動等 

 

 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

・福井赤十字病院 看護研究指導（R6年 4月～R6年 12月） 

・福井県看護協会 救急看護委員会委員（R5年 4月～現在に至る） 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

学部広報ワーキンググループメンバー（R5.4～現在に至る） 

学科内 Fレックス管理者（H31.4～現在に至る） 

学科内実習検討委員（R6.4～現在に至る） 

看護学科教職課程（養護教諭）担当（R5.4～現在に至る） 

(3)学内行事への参加 

高校入試説明会（美方高校） 

 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 

 


